フィジー共和国における自然体験実習2003.9.4（木）－9.15（月）
フィジー諸島は日本から7600km。赤道を越えた南半球の南緯19度にあります。

日本とは異なる風土・気候のなかで、人の暮らしと自然との関わりを見つめてみませんか。

説明会：６月５日（木）１６：４５－　３１B教室

フィジーはどんなところ？

フィジー共和国：人口約85万人。ビチレブ島及びバヌアレブ島を中心に、数百の島から成る。英連邦の構成国家のひとつで南太平洋国家群の中心的な役割を果たしている。首都はビチレブ島スバ。住民はフィジー人とインド人が各51%,44%を占める。ラグビーが盛んで、特に７人制ラグビーは世界の強豪。宗教はカトリック（フィジアン）、ヒンズー教・イスラム教（インディアン）など。対日感情・治安は良好。主要産業は観光、サトウキビ農業、鉱業、軽工業、漁業。

　日本からは成田発の直行便がビチレブ島のナンディ国際空港に月木土の週３回往復している。所要時間約８時間。時差は日本時間＋３時間。道路は左側通行。通貨はフィジードル。1F$＝約60円。観光施設が充実している。水道水は飲用に問題なし。大陸から離れているため、伝染病、寄生虫の心配はない。道路、橋梁など社会資本は未発達で、今後の開発が見込まれる。
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フィジー共和国の位置

実習のポイント

＊本学教員による引率・指導

　実習のメインは、ビチレブ島内陸のガリマーレ石灰岩地域での調査と実習（５日間）です。実習は３人を１班として、土木実習は都市基盤工学科の皆川　勝教授が、地質調査は教育研究センターの萩谷　宏講師が、植生調査は勝木俊雄先生（独立法人森林総研多摩森林科学園）が、それぞれ指導し、充実した実習が行われます。

現地は1500万年前の珊瑚礁でできた石灰岩が尾根部にあり、石灰岩地域は森林に覆われ、火山性堆積物の分布域は草地・放牧地になっています。地質のなりたちを調べるとともに、人の手が加わることで植生や生態系にどのような影響があるのかを調べます。石灰岩の資源開発計画があり、継続的な調査を行います。
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現地での実習風景（３月の下見にて。尾根部の地質調査）

＊フィジーの人々との交流

　フィジーは英連邦の一員であり、英語が公用語です。

　現地での実習では、フィジーの習慣に従って、まず祖先の霊に対しての報告と、訪問者の安全を祈願する、カヴァの儀式が行われます。
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カヴァの儀式。車座になって作法に従いカヴァの回し飲みをする。

　フィジーの人々はたいへんホスピタリティーに富み、友好的です。調査期間中、最終日は村の集会場を借りて１泊し、村人に調査結果の簡単な報告会を開きます。

＊USP（南太平洋大学）の学生との交流

　地質調査、植生調査は、フィジーの首都スバにある、南太平洋大学(Univ. of South Pacific)の教員・学生も参加します。周辺９カ国が共同でつくった南太平洋唯一の総合大学で、各国から集まった学生との交流ができます。
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調査地のタワタワンジ村とシンガトカ河谷

＊海岸保全実習

　海岸保全のために日本のNGOであるOISCA-Fijiが実施しているマングローブ植林事業に、体験参加します。
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海岸のマングローブ植林地

＊珊瑚礁の観察

　観光地として知られるママヌザ諸島のマナ・アイランドリゾートで、現世のサンゴ礁を観察します。また、電源・通信・水処理などの、離島のリゾート施設を支える基盤設備を見学します。
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マナ島全景。丘陵部は50mほどで珊瑚礁に取り囲まれている。

＊メディア実習・語学研修

　実習の全日程を通じて、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラを使用して班ごとに実習の記録をとり、帰国後にレポートとして提出してもらいます。また、USPの教員・学生との会話、村での交流などを通じて、生きた英会話の修得を目指します。
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実習の要目

実施期間：2003.9.4（月）-9.15（木）

費用：約18万円　（往復の航空券と実習費などの全経費）

対象：原則として工学部・環境情報学部の２，３年生

定員：約15名（希望者多数の場合は書類で選考）

旅行代理店：東急ストリームライン（株）　担当：寺阪

現地コーディネート：ウイング・インベストメント（株）

問い合わせ先：工学部教育研究センター化学　萩谷　宏

　e-mail: hhagiya@eng.musashi-tech.ac.jp

